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技術の概要

３．技術の効果

空飛ぶクルマについては、現在世界中で開発が進められている一方で、どの機体も開発中であり、機体
認証がされていない状況である。将来的に機体性能が明らかとなり、垂直離着陸や静音性の効果が証
明された場合、街中におけるエアタクシー用途の旅客輸送が普及し、静音性や環境に配慮したポート建
設を行うことが可能となる。

４．技術の適用範囲

国土交通省航空局と経済産業省は「空の移動革命に向けた官民協議会」にて2025年の大阪・関西万博
での商用運航を結節とし、2020年代後半から2030年代以降にかけて都市内・都市間移動、観光、救急
搬送、貨物輸送等、様々な用途による商用運航の拡大を見込んでおり、機体メーカー、運航会社、離着
陸場設置・運営会社、不動産会社、保険・観光関連など多種多様な事業者が協議会に参画し事業化へ
向け取り組んでいる（図1参照）。ポートについては、当面の間は国際標準に沿った基準整備が進めら
れ、それぞれのユースケースに対応したポート建設の需要が想定される。

２．技術の内容

５．活用実績

2025年の大阪・関西万博における商用運航を意識し、国・地方自治体・民間企業において空飛ぶクルマ
の商用運航に向けた機運が醸成されつつある。株式会社長大は、今まで以下のコンサルタント業務の
実績を有している。

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

空飛ぶクルマは、電動・垂直離着陸・自動操縦を可能とする新しいタイプの航空機のことであり、都市部
におけるエアタクシーや災害・救急医療、観光等の様々な用途での活用が見込まれている。総合建設コ
ンサルタントの実績を有する株式会社長大は、空飛ぶクルマ分野においてポートの設計技術の展開を
行っている。

空飛ぶクルマは、従来の飛行機やヘリコプターとは異なり、電気を動力とし、モーターでプロペラを作動さ
せる仕組みとなっている。また垂直離着陸により狭い場所でも離着陸が行えるように設計されている。
種類としては有翼タイプやマルチコプタータイプなどの機種が開発中であり、それぞれ長所・短所を有す
る。ポート設計においては国土交通省航空局が定める整備指針に沿って設計とする他、各機種の充電
規格やバッテリー火災に対応する消火設備、待合施設等を考慮する必要がある。

有翼タイプ：[長所]航続距離が長い。[短所]充電のための大規模な充電設備が必要。
マルチコプタータイプ：[長所]航続距離が短い。[短所]バッテリー交換式のため、大規模な変電設備が不
要。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表

図1 空の移動革命に向けたロードマップ

図2 空飛ぶクルマのポートイメージ


